































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　Nouveau Christianisme （New Christianity）









































































































































































































































 八年三月真事誌　　新 撰 論 語
楠公を論ぜし程の舌はあれど、権助だけの義務心もなし



































猿 芝 居 演 説 会 と い つ か 化 け 十一年八月　　頭　武　録
主 人 の 演 説 ヒ ヤ ゝ ゝ と 居 候 米　　　丸
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　　演　説　壇　（美巴警部公之大功蚤也） 成 島 柳 北
演説壇、々々々、遶覗壇聴衆算尽難、弁士忽奮三寸舌、敲潰監臨警部肝、此時国安何所覗似、危似行
灯油已乾、一声忽下中止命、国体始安巴於泰山芭 嗚呼忠臣警部殿、近来威勢如巴雷電芭 湊川楠公争
如覗君、莫大手柄使巴人羨芭 我有内願祈巴天神芭 会聞天神生巴斯民芭 有覗舌故為巴国安害芭 自今勿





















































































































































































































































はもはやスピーチの訳語とはなりえない古語となっていた模様で、Medhurst, W. : An English and Chi-





















　　SPEECH, n. Kotoba, mono-ii, hanashi, enzetsu. To make a ―, enzetsu suru.
　とあり、また和英索引の部分には、
ENZETSU　エンゼツ　演説　n. Oration ; lecture ; address : ― suru, to tell ; to speak ; to address an 
audience ; to lecture : ― ni oyobanu, no need of speaking about : ― kwai, a meeting to listen to 













　　Hij stond overeind in zijne redevoering. 彼ハ己ガ演舌
0 0
スル時ニ立テ居タ
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アグベシ















































































0 0 0 0 0
でものをいい、
そのために論ずべき内容をきめこまかく分らせ他人を説得するという性格を欠くに至ったのかもしれな
い。近来の学生諸君の演説に至っては、もはや評すべきことばもない。しかし、かりに、ヘボンのいわ
ゆる「はなし」ということばが、スピーチの訳語として定着していたとすれば、日本人の演説はもっと
親しみ深いものとなり、すべての会議の運営が多少は形を変えていたのかもしれない。
西周が、明治七年（一八七四年）に、話しことばと書きことばとの一致を奨めて、
　言フ所書ク所ト其法ヲ同ウス。以テ書クヘシ以テ言フヘシ、即チレキチュアトーストヨリ会議
ノスピーチ、法師（※）ノ説法皆書シテ誦スヘク、読ンテ書スヘシ。其利三ナリ。
 （『洋学ヲ以テ国語ヲ書スルノ論』明六雑誌第一号）
　※法師。弁護士の意。
　と述べたのも、在る面では、やさしい演説や説得力のある演説と関係のあることであった。
　―これで、斎藤毅『明治のことば―東から西への架け橋―』所載史料および解説文からの長い
引用を終わることにするが、はじめに掲げた石井研堂『明治事物起源』所引諸記事群と比較して
みると、ずいぶん印象が違うというふうにお感じになったのではあるまいか。しかし、どちらが
正しいと判断すべきかとか、どちらに信
しん
を措
お
くべきかとか、どちらを親近感あるものとして受け
取るべきかとか、答えを一つに決めてかかる必要など、最初から無いと思う。われわれの好み
0 0
か
らいえば、当然、第二次大戦後に長足の進歩を遂げた文献研究（＝原典照合および校訂の作業）
のほうに軍配を挙げたいところだが、そうかといって、明治戯作調をぜんぜん無価値のものと見
做していいかと問えば、どうやらそれも片手落ちとなりそうに思われる。石井研堂『明治事物起
源』は、やはり、猥雑・騒音・気品欠如・生命感横溢といった同時代明治の〝空気〟を伝えてい
て、これはこれで貴重な文献であると言える。
　それに、いっぽう、斎藤毅の記述＝説明のほうは、いかにも国会図書館副館長（＝高級官僚の
ひとり）に相応しく国家権力寄りの発想から作業が進められているという欠点（＝限界）を持っ
ており、なんでもかんでも〈武家階級〉の素晴らしさに還元しようとしたり〈日本伝統文化〉の
優秀性のみを強調讃美しようとしたりする傾向が強過ぎるようにうかがえる。端
たん
的
てき
に言うと、こ
の場合、福沢諭吉の思想および行動に対する評価が正当（＝公平）でない点が、本稿担当者など
にはひどく不満に感ぜられてならない。だが、断定的＝一方的な判断は、われわれとしてあくま
で避けるべきである。いまは、若き牧口常三郎が、ここの 章
チャプター
およびここの節
せつ
を叙述するに当た
り、殊更に「演説」「演説会」「演説会場」という術語＝概念を選び取って 文
センテンス
を構成した、その
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ときの〝精神世界〟の基本文脈（＝主要風景）を出来るだけ正確に再現するよう努
つと
めるべきであ
る、とだけ言っておけば足りるとおもう。
